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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 17,247 10.6 647 ― 563 ― 334 ―

2021年３月期第２四半期 15,593 △28.8 △99 ― △189 ― △1,115 ―
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 383百万円( ―％) 2021年３月期第２四半期 △831百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 7.35 7.33

2021年３月期第２四半期 △24.57 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 41,790 15,830 37.8

2021年３月期 43,917 15,446 35.0
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 15,789百万円 2021年３月期 15,385百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年３月期 ― 2.00

2022年３月期(予想) ― 2.00 4.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 3.4 1,200 64.4 1,000 81.3 580 ― 12.74
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更に関する注記
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 49,020,000株 2021年３月期 48,905,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 3,481,550株 2021年３月期 3,481,550株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 45,489,164株 2021年３月期２Ｑ 45,393,450株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ペ
ージ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の影響で企業活動や個

人消費に制限を受けるなか、ワクチン接種が進むことで経済活動の回復が期待されますものの、先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。

こうした環境のなか当印刷業界におきましては、コロナ禍による密集・密接につながる集客媒体である折込チラ

シや旅行・飲食関連媒体の受注量がコロナ禍以前の発行量に戻らず、インターネットを利用した様々なサービスに

転換され、大変厳しい経営環境にあります。

このような状況下にあって当社グループは、前期より取り組んでいる印刷事業の構造改革を更に推し進めること

で収益性の向上を図るとともに、デジタルコミック事業の発展や、生分解性プラスチックフィルム製造の会社をグ

ループ化するなど事業領域拡大に取り組むことで、グループ全体の企業価値向上に取り組んでおります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が前年同四半期と比べ16億５千３百万円（10.6％）

増収の172億４千７百万円、営業利益は６億４千７百万円（前年同四半期は９千９百万円の営業損失）、経常利益は

５億６千３百万円（前年同四半期は１億８千９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億３

千４百万円（前年同四半期は11億１千５百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）になりました。

　（売上高）

売上高は前年同四半期と比べ16億５千３百万円（10.6％）増収の172億４千７百万円になりました。

商業印刷につきましては、前年に大きく減少していた折込チラシやダイレクトメールといった集客媒体が緩やか

に回復することで、前年同四半期と比べ15億５千４百万円（12.1％）増収の143億５千３百万円になりました。

出版印刷につきましては、旅行関連媒体の受注が依然として厳しい受注環境にありますものの、デジタルコミッ

クのカラーリングやタテヨミといったデータ加工の受注が堅調に推移したことなどにより、前年同四半期と比べ１

億５百万円（4.0％）増収の27億６千１百万円になりました。

　（営業利益）

営業利益は６億４千７百万円（前年同四半期は９千９百万円の営業損失）になりました。これは、前期より取り

組んでいる事業構造改革による収益改善や品質重視の企業体制が功を奏したことなどによります。

　（経常利益）

経常利益は５億６千３百万円（前年同四半期は１億８千９百万円の経常損失）になりました。これは、営業利益

が回復したことなどによります。

　（親会社株主に帰属する四半期純利益）

親会社株主に帰属する四半期純利益は３億３千４百万円（前年同四半期は11億１千５百万円の親会社株主に帰属

する四半期純損失）になりました。これは、経常利益が回復したことなどによります。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて10.5％減少し、224億８千４百万円となりました。これは、現金及び預金

や受取手形及び売掛金が減少したものの、棚卸資産が増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.6％増加し、193億６百万円となりました。これは、建物及び構築物や

リース資産が減少したものの、株式会社今野を子会社化したことでのれんが増加したことなどによります。

これらの結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.8％減少し、417億９千万円となりました。

　（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて13.2％減少し、138億５千６百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金や電子記録債務が減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ3.3％減少し、121億４百万円となりました。これは、長期借入金やリース

債務が減少したことなどによります。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて8.8％減少し、259億６千万円となりました。

　（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、158億３千万円となりました。これは、利益剰余金が増加し

たことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、前期より取り組んでおります事業構造改革を継続することで利益率の向上に努め

るとともに、デジタルコミック事業の拡充や環境問題に対応した生分解性プラスチックフィルム製造の子会社化な

どにより、グループ全体の企業価値向上に取り組んでまいります。

当連結会計年度(2022年３月期)の業績見通しにつきましては、売上高380億円、営業利益12億円、経常利益10億

円、親会社株主に帰属する当期純利益５億８千万円を見込んでおります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,674,737 13,301,655

受取手形及び売掛金 8,022,036 6,570,147

電子記録債権 1,027,907 1,099,948

棚卸資産 1,087,264 1,260,246

その他 315,827 270,462

貸倒引当金 △19,712 △18,271

流動資産合計 25,108,060 22,484,189

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,124,420 5,996,658

土地 6,017,007 6,198,296

リース資産（純額） 2,623,718 2,448,089

その他（純額） 1,407,826 1,370,992

有形固定資産合計 16,172,973 16,014,037

無形固定資産

のれん 269,336 609,744

その他 199,618 216,727

無形固定資産合計 468,954 826,471

投資その他の資産

退職給付に係る資産 11,541 15,287

その他 2,176,599 2,471,201

貸倒引当金 △20,733 △20,431

投資その他の資産合計 2,167,408 2,466,057

固定資産合計 18,809,337 19,306,566

資産合計 43,917,397 41,790,756
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,116,539 3,399,056

電子記録債務 3,735,672 3,438,476

短期借入金 210,000 -

1年内返済予定の長期借入金 4,625,142 4,626,102

リース債務 961,484 939,771

未払法人税等 91,834 229,774

賞与引当金 189,218 189,646

その他 1,028,158 1,033,665

流動負債合計 15,958,051 13,856,493

固定負債

長期借入金 8,805,664 8,663,624

リース債務 2,825,203 2,525,494

退職給付に係る負債 809,677 807,613

資産除去債務 34,564 34,880

その他 38,110 72,559

固定負債合計 12,513,220 12,104,171

負債合計 28,471,271 25,960,665

純資産の部

株主資本

資本金 3,364,862 3,374,740

資本剰余金 3,358,992 3,368,870

利益剰余金 8,553,158 8,887,503

自己株式 △700,023 △700,023

株主資本合計 14,576,989 14,931,089

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 779,645 827,292

退職給付に係る調整累計額 28,721 30,638

その他の包括利益累計額合計 808,367 857,931

新株予約権 60,769 41,070

純資産合計 15,446,126 15,830,091

負債純資産合計 43,917,397 41,790,756
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 15,593,474 17,247,302

売上原価 14,016,026 15,084,463

売上総利益 1,577,447 2,162,839

販売費及び一般管理費 1,677,191 1,515,418

営業利益又は営業損失（△） △99,743 647,420

営業外収益

受取配当金 18,107 17,178

その他 8,056 4,753

営業外収益合計 26,163 21,932

営業外費用

支払利息 114,630 103,129

その他 1,245 2,601

営業外費用合計 115,876 105,731

経常利益又は経常損失（△） △189,456 563,621

特別利益

固定資産売却益 273 100

新株予約権戻入益 1,983 58

その他 49 -

特別利益合計 2,307 158

特別損失

固定資産除却損 31,831 14,498

事業構造改善費用 886,929 -

その他 - 2,732

特別損失合計 918,761 17,231

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,105,910 546,548

法人税等 9,192 212,203

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,115,102 334,345

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△1,115,102 334,345
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,115,102 334,345

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 280,314 47,646

退職給付に係る調整額 3,082 1,917

その他の包括利益合計 283,396 49,564

四半期包括利益 △831,706 383,909

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △831,706 383,909

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

○税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　 当社及び連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益

認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第30号 2020年３月31日）（以下「収益認識会計基準等」と

いう。）の適用に伴い、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、約束した財又はサー

ビスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識する

こととしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しており

ます。

　ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の

取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。この

結果、利益剰余金の当期首残高、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　また、顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一般管理費として処理する方法によっておりまし

たが、取引価格から減額する方法に変更しております。この変更により四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微

であります。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　 当社及び連結子会社は、「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時

価算定会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金

融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従っ

て、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につ

いて重要な変更はありません。
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（収益認識関係）

売上高の情報並びに収益の分解情報

前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

対前年同四半期

金額 構成比 金額 構成比 増減 増減率

売上高 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

商業印刷 12,799,150 82.1 14,353,470 83.2 1,554,320 12.1

出版印刷 2,656,727 17.0 2,761,998 16.0 105,270 4.0

その他 137,596 0.9 131,832 0.8 △5,763 △4.2

顧客との契約から生じる収益 15,593,474 100 17,247,302 100 1,653,827 10.6

外部顧客への売上高 15,593,474 100 17,247,302 100 1,653,827 10.6

　


